な 力と して 自分 を も 成長 させて ゆく 社会的な 力と して、 

女で ある 自分た ちが 如何なる 可能 を もつ ている かとい 

うこと を 真面目に 考えて みる こと も 無駄で はない と 思 

う。 具体的な 何 かの 技術、 何 かの 専門、 また 家庭の 処 

理の 方法に しても そこに 何 かの 工夫 を もち 計画 を もつ 

ている という こと の 確信、 それが ほし い ， J とだと 思う。 

歴史の 激しく うつりかわる 時期に は、 標語め いた も 

の は どんどん うつり 変り、 表面から それ を 追えば そこ 

に は 矛盾 も 撞着 も 生じる。 時代の 風波 はいかよう であ 

ろうと も、 私たちが 女と して 人間と して、 よく 生きぬ 

かなければ ならない 自身へ の 責任 は どこ へ 托しよう も 
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